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パーキングパーミット制度について 

 

１ 制度の概要 

・障害者用駐車場を必要とする人のために、駐車スペースを確保するための制度。 

・行政（県等）は、歩行困難な人に「利用証」を交付する。 

・利用証の交付を受けた人は、利用証を車中に表示して、障害者用駐車場を利用する。 

・行政は事業者と協定を締結し、制度の対象となる障害者用駐車場を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 導入済府県における効果と課題（平成２９年国土交通省調査） 

（１）効果 

・適正利用が促進された。 

・障害者用駐車区画の利用がしやすくなった。 

（２）主な課題 

・利用対象者数に見合う駐車区画が不足している。 

・利用対象者が対象となる駐車区画に駐車できない問題が解決していない。 

・利用証の不適正利用がある。 

・車椅子利用者等、真に障害者用駐車区画を必要としている方が駐車できない 

問題が解決していない。 

・施設管理者の理解が得られにくい。 

（不適正駐車への指導が困難であるため、協力施設の拡大が進まない。） 

・罰則規定が存在しない。 

（強制力がないため、不適正駐車の抑制効果が限定的である。） 
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役割 
・障害者用駐車場の管理 
・不適正利用への防止 
・案内表示 

役割 
・利用証の交付 
・普及啓発 
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【参考１】 障害者用駐車場について 

 

 車椅子利用者は、自動車から乗り降りす 

るのに、ドアを全開にする必要があります。 

 このため、駐車区画の幅が３．５メートル 

と、通常よりも幅の広い駐車場が必要となり 

ます。 

 

 

【埼玉県福祉のまちづくり条例における障害者用駐車場の整備基準】 

 

１ 障害者用駐車場の幅 

  幅は、3.5 メートル以上とする。 

 （この 3.5m は、車のドアを全開に 

  して、車椅子を出し入れしたり、 

  乗り降りしたりすることができ 

  るように設定されたものです。） 

 

２ 分かりやすい表示 

障害者用駐車場であることを分か 

  りやすく表示する。 

 （看板や、路面に描く国際シンボル 

  マークなどで、分かりやすく表示 

  します。） 

 

３ 出入口の近くに設置 

建物の出入口に近い場所に設置する。 

（障害者用駐車場から建物の出入口まで、距離がなるべく短くなるようにします。

路外駐車場の場合は、駐車場の出入口までの距離が短くなるようにします。） 

車椅子利用者は自動車のドアを全開する必

要があるため、幅の広い駐車場が必要です。 
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【参考２】 障害者用駐車場適正利用実態調査＜概要＞ 

 

１ 実施期間 

  平成２４年８月～１０月 

 

２ 実施場所 

 大型ＳＣ スーパー  病院 

ＰＰ実施市（川口） ２ ２ １ 

ＰＰ実施市（久喜） ０ ０ １ 

未実施市（さいたま、戸田、熊谷、入間） ４ ２ １ 

 ６ ４ ３ 

  ※大型ＳＣ＝イオン、スーパー＝ヤオコー・ベルク、病院＝総合病院 

 

３ 調査方法 

（１）施設における障害者用駐車場の定点観測（各施設７時間／日×５日） 

  ・どのような利用者が、どの程度利用しているのかを目視で確認 

（２）施設来場者を対象としたアンケート（回答４６５件） 

  ・聞き取り方式 

 

４ 調査結果 

（１）健常者による障害者用駐車場の利用率 

    

 

 

 

 

（２）障害者用駐車場に停められなかった経験 

 停められなかった 健常者によって停められなかった 

川口 ９６．３％ ８０．０％ 

さいたま・戸田 ８５．３％ ８４．７％ 

 

 

 

 全体 大型ＳＣ スーパー 病院 

ＰＰ実施市 ２６．１％ ２７．１％ ３１．３％ ２４．６％ 

未実施市 ２８．５％ ３１．９％ １８．２％ １２．６％ 


